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会
長
に
谷
間
氏
、
副
会
長
に
中
川
、
上
林
、
城
島
氏
を
選
出

⑳
⑳
⑳
⑳
平
成
9
年
度
総
会
事
業
・
予
算
等
を
可
決

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
の
平
成
9
年
度
総
会
が
、

5
月
1
0
日
宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
会
さ
れ
、

平
成
9
年
度
事
業
案
な
ら
び
に
予
算
案
、
そ
し
て
平

成
9
・
1
0
年
度
の
役
員
改
選
な
ど
5
議
案
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
午
後
1
時
か
ら
会
員
一
六
三
名
（
委
任
状

出
席
含
む
）
の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
、
議
長
に
谷
同

会
長
を
選
出
し
平
成
8
年
度
事
業
報
告
案
、
決
算
案

が
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
平
成
9
・

1
0
年
度
の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
2
5
名
の
理
事
と
2
名

の
監
事
を
選
出
、
そ
の
後
の
理
事
会
に
お
い
て
会
長

に
谷
間
武
雄
氏
、
副
会
長
に
中
川
恵
次
、
上
林
春
松
、

城
島
健
治
氏
の
一
二
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
平
成
9
年
度
事
業
案
、
予
算
案
が
審
議

さ
れ
、
親
善
協
会
設
立
1
0
周
年
記
念
事
業
や
語
学
講

座
の
開
催
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
七
、
一
三
五
千
円
の
予

算
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
続
い
て
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
、
青

年
海
外
協
力
協
会
近
畿
支
部
長
の
香
月
龍
太
郎
氏
が

「
地
球
市
民
へ
の
誘
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
氏
の
海
外

で
の
体
験
を
通
し
た
国
際
交
流
、
国
際
協
力
に
つ
い

て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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記
念
事
業
や
新
規
事
業
を
推
進

総
会
な
ら
び
に
理
事
会
で
選
出
・
承
認
さ
れ
た
平

成
9
・
1
0
年
度
の
役
員
の
皆
様
は
次
の
方
々
で
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
（
敬
称
略
　
順
不
同
）

名
誉
会
長
　
久
保
田
　
勇

顧
　
問
　
菅
野

会
　
長
　
谷
岡

副
会
長
　
中
川

理
　
事
　
和
田

多
美
子
　
佐
藤
　
京
子

武
雄

毒監
空事

小平玉森塚古書平
沢田井下本川　田井

貫霧要望樹雲型学

欝合鍋富箕島

要望博驚高覧驚
長辻小菅前中
東　　沢原川村

元四　　正桂英
和郎恵彦子一

恵
次
　
上
林

安
治
、
渡
辺

春
松
　
城
島

孝
　
森

▲熱心に討議が行われた総会（5月10日）　敬健
夫治

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
は
、
昭
和
6
2
年
3
月
2
8
日

に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
1
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
今
年
度
に
記
念
事
業
に
取
り

組
む
他
、
会
員
や
市
民
の
国
際
理
解
を
推
進
す
る
た

め
、
語
学
講
座
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
、
協
会

加
盟
団
体
と
の
提
携
事
業
の
推
進
な
ど
次
の
事
業
に

取
り
組
む
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
「
　
（
　
）
　
内
は

予
算
額
　
千
円
」

二
八
二
〇
人
、
一

三
〇
万
円
。

昨
年
、
宇
治
市
と

成
陽
市
が
友
好
都
市

こ
う
し
た
中
で
、
わ

れ
わ
れ
宇
治
市
民
と
し

て
成
陽
市
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
何
か
手
を

に
な
っ
て
1
0
周

年
を
期
に
　
「
戚

陽
市
の
子
供
た

ち
に
本
を
贈
る

運
動
」
　
に
賛
同

し
て
い
た
だ
い

た
市
民
と
寄
せ

ら
れ
た
浄
財
で

あ
る
。こ
の
1
0
年
間

の
両
市
の
様
々

な
友
好
交
流
を

振
り
返
る
と
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
の
子
ど
も

た
ち
の
交
流
は
、

2
1
世
紀
に
向
け

た
市
民
交
流
の
基
礎

を
築
く
と
い
う
意
味

か
ら
も
そ
の
成
果
は

期
待
さ
れ
る
。

交
流
」
　
の
始
ま
り
で
あ

れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

差
し
延
べ
る
こ
と

は
な
い
か
、
沢
山

の
人
達
が
気
軽
に

参
加
で
き
、
永
年

に
わ
た
っ
て
続
け

ら
れ
る
運
動
を
と

い
う
こ
と
で
発
足

し
た
の
が
、
五
〇

〇
円
の
募
金
で
「
戚

陽
市
の
子
ど
も
た

ち
に
本
を
贈
ろ
う
」

で
あ
る
。

幸
い
、
初
年
度
は

2
中
学
校
、
3
小

学
校
に
二
五
〇
〇

冊
の
図
書
を
贈
る

こ
と
が
で
き
た
。

息
の
永
い
「
草
の
根
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＝
啓
発
・
研
修
事
業
＝

・
親
善
協
会
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行

（

3

回

、

5

0

0

）

・
語
学
講
座
の
開
催
（
中
国
語
、
英
語
）

（

1

0

月

～

3

月

、

1

6

回

、

5

0

0

）

・
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

（

6

月

、

3

回

、

1

0

0

）

・
先
進
地
の
視
察

（

1

1

月

、

1

0

0

）

・
国
際
交
流
推
進
事
業
の
支
援

（
3
0
0
）

＝
交
流
推
進
事
業
＝

・
威
陽
市
訪
問
団
の
派
遣
協
力

（

1

0

月

、

1

0

0

0

）

・
成
陽
市
代
表
団
の
受
け
入
れ
協
力

（
日
月
）

・
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
訪
問
団
の
受
け
入
れ
協
力

（
8
月
）

・
中
国
帰
国
者
日
本
語
講
座
の
開
催

（

4

0

回

、

6

4

0

）

＝
1
0
周
年
記
念
事
業
＝

・
記
念
式
典
ほ
か

（

1

0

月

、

1

5

0

0

）
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日本の近代史を国際交流

の観点から見直すと、明治

ｌ

ｌ

■

藍　前期の先覚者による交流、

その後第二次世界大戦に至

るまでの外交官・学者等の

交流、戦後のほぼ一九八五

ｌ

諺

ｌ

遷

鏑　年ごろまでの経済を中心と

する交流というように、大きくまとめること

ができます。そうすると、現在は市民を主と

する国際交流の段階に入っていることがわか

叢

■

Ｉ

ｌ

頗　ります。

21世紀の転換点を挟む

次の10年のために
宇治市国際親善協会　会長　谷岡　武雄

匿　私たちの国際親善協会は、市民による国際

交流の高揚期に結成され、三つの姉妹・友好

都市との交流に多くの成果を挙げて、早くも

ｔ

ｌ

塵

箇10年が経過いたしました。次の10年には、21

世紀のまさに転換点を越えることになりま

す。幅広い市民の交流ということでは変わり

がないでしょう。

賃

Ｉ

ｌ

■

匿　　しかし、従来の三都市に限ることなく、市

民が自主的に外国諸都市の市民との交流を進

め、世界平和の維持と発展に寄与すること

が、協会の大きな課題となるはずです。

◆　■　■　－　■　■　■　ｄ ｈ　■　輔　■　ヰ　ー　一　事　■　■細

国際交流講演会に約50名が参加
青年海外協力隊の活動を通して国際交流

香月龍太郎氏が講演

宇
治
市
国
際
親
善

協
会
は
、
会
員
や
市

民
の
皆
さ
ん
に
国
際

理
解
を
深
め
て
も
ら

お

う

と

、

5

月

1

0

日

の
総
会
の
後
、
国
際

交
流
講
演
会
を
開
催
。

約
5
0
名
の
市
民
が
参

加
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
「
地
球

市
民
へ
の
誘
い
」
を

テ
ー
マ
に
青
年
海
外

協
力
隊
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た

香
月
龍
太
郎
氏
に
、
活
動
を
通

し
た
国
際
交
流
、
国
際
協
力
に

つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

氏
は
講
演
の
中
で
、
「
世
界

の
人
々
と
私
た
ち
と
の
融
合
を

図
り
、
共
生
す
る
社
会
を
作
る

こ
と
が
大
切
。
人
、
自
然
を
含

め
た
付
き
合
い
を
進
め
る
こ
と

が
、
地
球
市
民
へ
の
道
で
あ
る
。

ま
た
、
知
識
も
大
切
で
あ
る
が
、

感
性
を
磨
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
体
験
を
通
し
た
感
性
づ
く

り
が
大
切
で
あ
る
」
と
講
演
し
、

参
加
者
に
こ
れ
か
ら
の
国
際
交

流
・
国
際
協
力
の
方
向
を
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
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市
役
所
を
表
敬
訪
問

4
月
1
6
日
、
本
市
の
友
好
都
市
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市

に
あ
る
カ
リ
ブ
大
学
へ
の
市
民
留
学
生
、
小
山
智
子

さ
ん
と
大
塚
祐
子
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
問
し
て
、
久

保
田
市
長
と
佐
藤
副
議
長
か
ら
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
留
学
生
派
遣
制
度
は
、
友
好
都
市
5
周
年
を

記
念
し
て
カ
リ
ブ
大
学
が
制
定
し
た
も
の
で
、
昨
年

の
8
名
に
続
い
て
の
留
学
に
な
り
ま
す
。

▲オーストラリア　キャンベラから来日した
研究グループの皆さん（4月17日）

◎
⑳
の
お
願
い

先
に
平
成
九
年
度
の
会
費
の
納
付
書
を
お
お
く
り

し
ま
し
た
が
、
ま
だ
納
入
い
た
だ
い
て
い
な
い
方
は

納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
住
所
の
変
更
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
会
費
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
個
人
会
員
　
　
二
千
円

▼
団
体
会
員
　
　
五
千
円

▼
法
人
会
貞
　
一
万
円

宇
治
市
国
際
交
流
基
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

二
人
は
、
2
2
日
に
カ
ナ
ダ
に
向
け
て
出
発
し
、
四

か
月
か
ら
八
か
月
間
大
学
の
教
育
や
異
文
化
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
4
月
1
7
日
、
宇
治
鳳
風
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
　
（
樋
口
善
康
会
長
）
　
が
招
待
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
国
キ
ャ
ン
ベ
ラ
か
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
5
名
　
（
デ

ビ
ッ
ト
・
グ
ラ
ハ
ム
団
長
）
　
が
来
字
、
久
保
田
市
長

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

表
敬
訪
問
の
後
、
一
行
は
白
川
に
建
設
さ
れ
た
宇

治
明
星
園
白
川
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ハ
ウ

ス
な
ど
、
日
本
の
福
祉
施
設
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

宇
治
市
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
、
国
際
交
流

の
推
進
と
、
青
少
年
の
海
外
研
修
派
遣
、
外
国
人
留

学
生
へ
の
生
活
援
助
そ
の
他
の
国
際
交
流
事
業
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
宇
治
市
国
際
交
流
基
金
」

を
設
置
。
基
金
の
目
標
額
を
一
億
円
と
し
、
そ
の
運

用
益
で
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
団
体
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
そ
の
総
額
が
約
三
千
六
百
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
目
標
額
に
は
ま
だ
ま
だ
遠
い

額
で
す
。

宇
治
市
の
国
際
交
流
の
推
進
と
、
本
協
会
の
活
動

を
一
層
高
め
る
た
め
、
本
基
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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